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第 例会定回５ 【 9月４日～12日 】

借入金・預金の残高

令和６年度特別会計決算

令和６年度一般会計決算
　

令
和
７
年
第
５
回
片
品
村
議
会
定
例
会
が
、

９
月
４
日
〜　

日
ま
で
の
９
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
令
和
６
年
度
一
般
会
計
、
３
特
別
会
計
及

び
２
事
業
会
計
の
決
算
認
定
」「
令
和
７
年
度

一
般
会
計
、
３
特
別
会
計
及
び
１
事
業
会
計
の

補
正
予
算
」「
条
例
の
一
部
改
正
」「
財
政
の
健

全
化
判
断
比
率
等
の
報
告
」「
片
品
村
振
興
公

社
の
経
営
状
況
の
報
告
」「
物
件
売
買
契
約
の

締
結
」
等
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成

で
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

国民健康保険

国民健康保険

介　護　保　険

後期高齢者医療

    合　　計

歳入決算額
歳出決算額
繰越明許費繰越額
実質収支額

４０億６,００９万２千円

３６億３７２万９千円

基金へ繰入
令和７年度予算へ繰越

内　訳
２億２，０００万円

１億９,４７５万７千円

（前年度比1億 5,774万 3千円減   ）

（前年度比4億 2,339万 6千円増   ）

年度末村債（借入金）現在高

年度末基金（預金）残高

４９億８,１９５万１千円
４５億２，８９９万６千円
      ３,８１９万７千円
４億１,４７５万７千円

会 計 名 歳入決算額
実質収支額の内訳

基金繰入金 令和7年度へ繰越
実質収支額

(うち、一般会計から繰入)

6 億 4,501 万円

6 億 7,668 万 2 千円

7,639 万 9 千円

13 億 9,809 万円

2,679 万 7 千円 

3,102 万 6 千円 

3 万 7 千円 

5,786 万円 

歳出決算額

6 億 1,821 万 3 千円

6 億 4,565 万 6 千円

7,636 万 1 千円

13 億 4,023 万円

1,400 万円

1,600 万円

3,000 万円

1,279 万 7 千円

1,502 万 6 千円 

3 万 7 千円 

2,786 万円

(3,820 万 7 千円）

（9,659 万 4千円）

（2,480 万 9 千円）

（1 億 5,961 万円）

簡易水道事業

介　護　保　険

下水道事業等

   合　　 計

０円

１億８,２９２万円

０円

４億５,６９６万７千円

６億３,９８８万７千円

1億 2,457万 1千円

1億 7,008万 1千円

1億 2,253万 3千円

2億 1,500万 3千円

698万 6千円

860万円

1,679万 3千円

4,587万 7千円

１億４,３７５万５千円

４,６５０万円

２億１,０９１万９千円

０円

４億１１７万５千円

年度末村債他（借入金）現在高

※千円未満を四捨五入したことにより、集計した際に誤差が出る場合があります。

※千円未満を四捨五入したことにより、集計した際に誤差が出る場合があります。

令和６年度事業会計決算

簡易水道事業

下 水 道 事 業 等

会 計 名 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

※村債他現在高は千円未満を四捨五入、基金現在高は千円未満切り捨て。

会 計 名 年度末基金（預金）現在高

※千円未満を四捨五入（基金残高は切り捨て）しています。
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令和６年度 片品村振興公社㈱ の経営状況の報告

事業概要

花の駅・片品「花咲の湯」

▲

寄居山温泉「ほっこりの湯」

▲

道の駅・尾瀬かたしな

▲

公社の総売上　　  　　　 ６億３,６３５万 ２千円　
公社税引前の当期利益額　　　  ９５９万 ３千円
公社税引後の当期利益額　　　   ８１７万 1千円

入館者数　  114,937人（前年度127,372人）
（村外利用者  88,642 人、77.1%）
売上代金　　　　    ＋1億 4,167万 6千円
仕入代金　　　　　　      －3,676万 3千円
販売管理費 　         －1億 2,449万 8千円
営業外損益　　　　　　 　 ＋416万 3千円
税引前の当期損失額　　  ▲1,542万 1千円

入館者数　  32,503 人（前年度33,419人）
（村外利用者20,927人、64.4%）
売上代金　　　　 　　   ＋1,550万 7千円
仕入代金　　　　　　       －136万 7千円
販売管理費 　               －1,166万 8千円
営業外損益　　　　　    　　  ＋1万 3千円
税引前の当期利益額　　 　　248万 5千円

利用者数　  197,675人（前年度188,139人）
売上代金　　　　    ＋1億 9,864万 8千円
仕入代金　　  　     　　－7,636万 5千円
販売管理費 　         　　 －9,944万 7千円
営業外損益　　　　   　    　　　＋10万円
税引前の当期利益額　 　　  2,293 万 6千円

アウトドア事業所
ほたか牧場キャンプ場
オグナほたかスキー場（ （

▲

利用者数　  72,741 人（前年度51,379人）
売上代金　　　　    ＋2億8,052万 1千円
仕入代金　　  　     　　－2,394万 8千円
販売管理費 　         －2億6,134万 1千円
営業外損益　　　　           ＋436万 2千円
税引前の当期損失額　  　     ▲40万 6千円

※千円未満を四捨五入してありますので、集計した際に誤差が出る場合があります。

　令和６年度の村債は、３億６,５００万円で
ある。消防可搬ポンプ積載車購入、村道の舗
装維持修繕工事、土出グラウンド整備工事な
どのハード事業の他、スクールバス管理運営
などのソフト事業にも充当されている。

　村税の収納率は８２.５％であり、前年度よ
り０.７ポイントの減となり、収入未済額は１
億３,４２１万６,７２３円で、前年度より７万
９,４３１円の減となっている。収入未済額に
ついては、固定資産税が多くを占めていて、
今後も引き続き早期の滞納整理など適切な処
理が必要である。

　地方交付税は２３億２,７９４万円で、前年
度より１,８５０万９,０００円の増収となって
おり、歳入総額の４６.７％を占めている。

　国民健康保険税の収納率は８２.０％で、前
年度より０.２ポイント高くなっている。療養
諸費に対する１人あたりの保険者負担分は２７
万５,５２７円（年間）で、前年度より６４７
円微増している。被保険者の高齢化や医療の
高度化、医薬品の高額化等による医療費の増
大など、非常に厳しい運営が予想される。

・簡易水道事業については今後も持続可能な
水道運営を目指し、計画的な施設更新、効率
的な維持管理に努めていただきたい。

　介護保険については、高齢化がさらに進む
中、引き続き高齢者に対する介護の問題が大
きな課題となっているが、高齢者が住み慣れ
た地域で自分らしく人生を全うできるよう介
護サービスの充実に努力していただきたい。

・下水需要の動向を見据えながら、住民の生活
環境の向上や村の自然環境保全、河川の水質保
全の立場から下水道事業区域外の整備計画も
同時に進め、村全体の整備が進むことを望む。

　後期高齢者医療の令和６年３月末現在の被
保険者は９１８人であるが、引き続き迅速か
つ適正な各種医療給付の実施に務めていただ
きたい。

　一般会計及び特別会計の決算は正しく、証
拠書類も良く整理され、会計経理は適正であ
る。地方分権と行財政改革、人口減少及び少
子高齢化への対応や住民福祉の拡充など様々
な行政問題が山積する中であるが、住民のニ
ーズをできるだけ速やかに把握するとともに、
計画的、かつ、効率的な行財政の運営と安定
した事業計画の立案に心掛け、住民福祉の向
上や明るく活気ある村づくりのための施策を
望むものである。

員委査 見意審監 査の
チェック
します

村
　
債

村
　
税

総
　
　
　
括

国
民
健
康
保
険

介
護
保
険

簡
易
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業

後
期
高
齢
者
医
療

地
方
交
付
税

▲
▲

▲
▲

▲
▲

　令和６年度から簡易水道事業及び下水道事
業は、保有資産の価値や事業の経営状況を的
確に把握するため、地方公営企業法の一部
（財務規定等）を適用し、複式簿記・発生主義
の公営企業会計に移行した。

▲
▲



4第５回定例会

財政の健全化判断比率の報告

片品村の公営企業の資金不足比率

実質公債費比率

実質赤字比率

特別会計の名称

簡易水道事業会計

下水道事業会計

資金不足なし

資金不足なし

ー

ー

資金不足比率 備　　考

令和６年度 ー（赤字0）

15.00 20.00 25.0 350.0

ー（赤字 0） 5.9 ー

早期健全化基準

連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

（単位：％）

（単位：千円）

（単位：千円）

* 片品村のそれぞれの

比率については早期健

全化基準に該当せず、

大変良好な比率となっ

ています。

ワンポイント解説
* 数値は小さいほどより健全です。

*資金不足が無い場合は「ー」表示、20％以上は経営健全化計画を定めなければ
  なりません。

村税や交付税などの収入に対して、借金返済額がどの程度の割合になるかを
示す指標です。

令和７年度９月補正

主な一般会計補正

歳　　　入

地方交付税

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

村　債

合　　計

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

教育費

合　　計

歳　　　出

会　計　名 歳入歳出補正前 補　正　額 補　正　後

４６,６１６

８１

２４,００２

５０７

７,０４４

５,７００

▲９５,５６１

１４４,７５７

１１４,８１８

３,１００

２５１,０６４

４,２６５,９６１

６９５,４６５

６７４,８３６

７８,２５２

２１３,１１４

２５１,０６４

９,３４０

３０,９２８

１,７０２

３,１００

４,５１７,０２５

７０４,８０５

７０５,７６４

７９,９５４

２１６,２１４

１,２３８

１７８,２６９

２,６９５

２,３７９

２,７５４

２９,８９０

１８,７００

１５,１３９

２５１,０６４

一般会計

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療

下水道事業
収益的支出

資金不足比率
ワンポイント解説 資金不足による経営状況の悪化の度合いを示す指標です。

▲
▲

令
和
７
年
度 

補
正
予
算
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☆片品村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正

☆特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

☆片品村営スノーパル・オグナほたか施設利用料徴収条例の一部改正

　長引く物価高騰、最低賃金の引き上げ等により、経費節減を強化しても影響は避
けられず今後、運営を維持していく上で、リフト料金の値上げをせざるを得ないた
め、条例の一部改正をお願いするもの

　地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律により、「育児時間の
取得パターンの多様化」や「仕事と育児の両立支援の拡充」等に対応すべく、関係
条例の一部を改正するもの

　民生児童委員一斉改正に伴い、片品村民生委員推薦会委員及びいじめ重大事態に
対応するため、いじめ重大事態第三者委員を別表に追加し、片品村保育所のあり方
検討委員会委員を別表から削除する条例の一部を改正するもの

☆片品村職員の育児休業等に関する条例の一部改正

　地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律により、「育児時間の
取得パターンの多様化」や「仕事と育児の両立支援の拡充」等に対応すべく、関係
条例の一部を改正するもの

専決処分の承認
○契約の目的　　GIGA スクール構想第2期に
　　　　　　　　向けた児童生徒1人 1台端末
　　　　　　　　の整備
○品名種類及数量
　（１）品名　ASUS Chromebook CR12 Flip
　（２）台数　230台
○契約の方法　　総合評価方式一般競争入札
　　　　　　　　（群馬県に委任）
○契約金額　　　11,511,500円
○契約の相手方　群馬県高崎市高松町３番地
　　　　　　　　  NTT 東日本株式会社　群馬支店
　　　　　　　　  支店長　田島　裕
○納入期限　　　令和７年12月 31日

※令和７年度片品村一般会計補正予算（第２号）
　を専決処分したことについての承認を

　アサヒビール株式会社による企業版ふるさと
納税対象事業として選定されたことを受け、地
域活性化推進の観点から当該事業を速やかに実
施する必要があることから、補正予算を専決し
たもの。（令和７年７月16日専決）

・一般会計補正予算（第２号）

歳入歳出補正前

42億5,596万1千円 1,000万円 42億6,596万1千円

補正額 補正後

人権擁護委員候補者には

萩原 茂樹 氏を推薦

○工事変更請負契約の締結
　令和６年議案第48号で承認された村道　桐ノ
木橋橋梁補修工事について、変更請負契約を専決
処分により締結したことの報告で、変更前の契約
金額 6,710 万円を 8,864 万 9 千円に変更した
もの。

○工事変更請負契約の締結
　令和６年議案第49号で承認された村道戸倉・
富士見下線　落石防止網設置工事について、変更
請負契約を専決処分により締結したことの報告で、
変更前の契約金額7,040万円を7,453万6千円
に変更したもの

　片品村固定資産評価審査委員の、星野幸男氏
が令和７年９月３０日で任期満了となりますが、
引き続き、星野幸男氏（花咲）が任命されました。

　人権擁護委員の、桑原護氏が令和７年１２月
３１日で任期満了となるため、萩原茂樹氏（土出）
が推薦されました。

専決処分の報告

締　結

人　事

承　認

報　告
片品村固定資産評価審査委員に

星野 幸男 氏

物件売買契約の締結について

片
品
村
条
例
の

一部改正
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村
政
を
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う
！
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村
長
の
任
期
満
了
に
伴
う

今
後
に
つ
い
て

小林  政彦 議員

 

　

 

　

令
和
３
年
に
片
品
村

長
に
再
選
さ
れ
て
以
来
、
持

ち
前
の
社
交
性
と
行
動
力
を

駆
使
し
、
そ
の
類
い
希
な
る

手
腕
を
発
揮
し
て
村
政
運
営

に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
４
年
間
で
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
政
策
を
進
め

て
こ
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
、

今
後
の
施
策
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
な
の
か
伺

い
た
い
。

問答　
令
和
３
年
　
月
の
二
期
目

就
任
以
来
、「
と
も
に
創
ろ
う
　

　
ふ
る
さ
と
片
品
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
、
村
民
の
皆

様
と
協
力
し
「
小
さ
く
て
も

輝
く
尾
瀬
の
郷
・
か
た
し
な
」

の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
と

し
て
生
活
支
援
や
地
域
通
貨

「
お
ぜ
だ
っ
ぺ
イ
」
の
導
入

な
ど
、
村
民
生
活
と
地
域
経

済
の
両
面
で
支
援
を
実
施
。

財
政
調
整
基
金
は
　
億
円
超

に
増
加
し
、
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
る
。

○
防
災
で
は
消
防
団
の
全
国

大
会
入
賞
や
国
内
初
の
地
区

○
環
境
負
荷
の
軽
減
と
地
域

資
源
の
活
用
と
し
て
、
国
内

初
の
ス
キ
ー
場
跡
地
を
活
用

し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の

誘
致
が
実
現
し
、
令
和
７
年

秋
の
稼
働
を
予
定
。

（
村
長
）

（1）

11

27

！！

 

　

 

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
観
光

費
で
、
バ
ニ
ラ
ビ
ー
ン
ズ
事

業
と
し
て
片
品
村
観
光
協
会

に
補
助
金
９
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
の
事
業
を

行
う
事
業
主
体
は
ど
こ
か
伺

い
た
い
。

問
 

　

 

こ
の
様
な
事
業
を
行
う

こ
と
に
つ
い
て
、
片
品
村
観

光
協
会
の
定
款
に
あ
る
か
。

問

答　
バ
ニ
ラ
ビ
ー
ン
ズ
栽
培
実

証
実
験
事
業
に
つ
い
て

○
主
な
費
用
の
内
訳

・
熱
の
供
給
費

　
約
５
６
０
万
円

・
ハ
ウ
ス
の
設
置
費

　
約
５
５
０
万
円

　（
ハ
ウ
ス
約
　
坪
）

・
栽
培
設
備
設
置
費

　
約
９
７
０
万
円

・
そ
の
他
経
費

　
７
７
６
万
円

○
費
用
（
総
事
業
費
）

　
２
千
８
５
６
万
４
千
円
。

　
２
／
３
の
１
千
９
１
４

万
７
千
円
は
県
の
補
助
金
、

残
り
の
９
０
０
万
円
を
村

費
に
て
補
助
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

答　
こ
の
事
業
に
お
け
る
観
光

協
会
の
役
割
は
「
観
光
開
発

促
進
と
他
産
業
と
の
協
調
を

保
持
し
、
片
品
村
経
済
の
発

展
に
資
す
る
事
業
」
と
な
っ

て
お
り
、
観
光
協
会
の
定
款

に
お
け
る
事
業
の
「
観
光
資

源
及
び
観
光
事
業
の
調
査
研

究
に
関
す
る
こ
と
」
と
一
致

し
て
い
ま
す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

○
実
施
体
制

　
３
社
に
よ
る
連
携
体

①（
一
社
）片
品
村
観
光
協
会

　（
＊
代
表
）

　
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
か
ら
出

た
熱
の
安
定
供
給

③
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ー
ン

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
片
品（
株
）

　
バ
ニ
ラ
ビ
ー
ン
ズ
試
験
栽

培
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
全
般

②
東
京
パ
ワ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
株
）

　
バ
ニ
ラ
ビ
ー
ン
ズ
の
地
産

地
消
、
販
路
の
構
築

○
概
　
要

　
片
品
村
観
光
協
会
が
代
表

と
な
り
、
旧
武
尊
牧
場
に
あ

る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
よ
り
出

る
排
熱
を
活
用
し
て
バ
ニ
ラ

ビ
ー
ン
ズ
の
栽
培
実
証
実
験

を
行
う
た
め
、
そ
の
費
用
の

一
部
に
つ
い
て
片
品
村
観
光

協
会
に
運
営
補
助
金
を
助
成

し
ま
す
。

52

第
５
回
定
例
会

飯
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美
明
議
員

質
疑
事
項

バニラビーンズの栽培（参考資料）



7 一　般　質　問

 

　

 

　
　

月
に
任
期
満
了
と

な
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
２
期

８
年
間
の
実
績
を
踏
ま
え
、

３
期
目
を
目
指
す
お
考
え
が

あ
る
の
か
。

問

村
長
の
任
期
満
了
に
伴
う

今
後
に
つ
い
て

テーマ 　
今
後
は
戸
倉
ダ
ム
建
設
計

画
の
再
検
討
、
定
住
促
進
、

道
路
整
備
、
森
林
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
、
高
齢
者
の
見
守
り
と

雪
害
対
策
な
ど
に
取
り
組
み
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化
に
も

注
力
し
ま
す
。

　
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
鎌
田
エ
リ
ア
再
整
備
で
あ

り
、
役
場
庁
舎
や
村
営
住
宅

の
再
整
備
、
道
の
駅
を
核
と

し
た
中
心
街
の
活
性
化
を
一

体
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
村
民
の
声
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
安
心
・
安
全

で
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
計
画
策
定
が
評
価
さ
れ
、

防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
を
受

賞
。

○
デ
ジ
タ
ル
化
と
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て
の
取

組
み
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
率
県
内
２
位
、

税
収
向
上
、
医
療
費
無
償
化

や
保
育
所
再
編
、
給
食
完
全

無
償
化
な
ど
福
祉
施
策
の
充

実
。

○
教
育
で
は
中
学
生
海
外
研

修
や
教
室
の
エ
ア
コ
ン
整
備

を
実
施
し
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
ス
キ

ー
選
手
権
開
催
に
よ
る
地
域

交
流
も
促
進
。

〇
観
光
で
は
星
野
リ
ゾ
ー
ト

の
誘
致
や
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施

設
整
備
な
ど
を
進
め
る
と
と

も
に
「
尾
瀬
か
た
し
な
未
来

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー

ト
し
、
地
域
活
性
化
を
推
進
。

ま
た
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー

ク
」
へ
の
登
録
や
合
宿
支
援

事
業
も
開
始
し
、
持
続
可
能

で
地
域
間
競
争
力
の
あ
る
観

光
地
づ
く
り
を
目
指
す
。

○
牛
の
平
地
区
土
地
改
良
事

業
や
施
設
整
備
補
助
な
ど
の

農
業
支
援
や
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
た
森
林
管
理
、

橋
梁
補
修
な
ど
の
交
通
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
推
進
。

答　
任
期
満
了
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
こ
れ
ま
で
の
２
期
８

年
間
、
誠
実
・
公
平
の
理
念

の
も
と
、
村
民
の
安
心
・
安

全
・
安
定
し
た
暮
ら
し
の
実

現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
多
様
な
施
策

を
進
め
る
と
と
も
に
、
人
脈

形
成
や
新
た
な
学
び
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
村

づ
く
り
は
ま
だ
道
半
ば
で
あ

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
人
脈

を
活
か
し
、
引
き
続
き
先
頭

に
立
っ
て
「
小
さ
く
て
も
輝

く
村
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、

片
品
村
の
将
来
的
展
望
を
よ

り
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、

令
和
７
年
　
月
に
行
わ
れ
る

村
長
選
挙
へ
３
期
目
の
出
馬

を
決
意
い
た
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
議
会
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
村
長
）

（2）

10

11

チッパー（木材破砕機）

尾瀬かたしなゼロカーボンフォーラム

地域交流スポーツ大会 おぜだっペイ

グランピング施設



　
尾
瀬
ハ
イ
ツ
の
空
き
部
屋

を
利
用
し
て
移
住
定
住
促
進

住
宅
と
し
て
の
活
用
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
、
そ
れ
に
伴
い
、
尾
瀬
ハ

イ
ツ
の
１
号
棟
、
２
号
棟
の

全
室
に
エ
ア
コ
ン
を
導
入
す

る
た
め
、
補
正
を
お
願
い
す

る
も
の
で
す
。

　
内
容
は
、
単
身
用
の
部
屋

が
　
部
屋
、
世
帯
用
は
２
部

屋
合
わ
せ
て
　
部
屋
、
そ
の

全
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し

た
い
と
い
う
内
容
で
す
。

　
経
緯
で
す
が
、
片
品
村
で

も
年
を
追
う
ご
と
に
暑
く
な

り
、
移
住
定
住
を
希
望
し
て

い
る
人
を
迎
え
る
の
に
、
片

品
村
で
も
居
住
ス
ペ
ー
ス
に

エ
ア
コ
ン
は
必
需
品
で
は
な

い
か
、
更
に
、
今
後
の
夏
の

猛
暑
を
考
え
、
全
室
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
計
上
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

答

協
議
事
項

問　
　
財
産
管
理
費
ー
村
有
土

地
建
物
管
理
ー
修
繕
費
３
０

０
万
円
は
エ
ア
コ
ン
等
の
設

置
工
事
費
と
の
説
明
だ
が
細

部
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
総
務
課
長
）

　
現
在
、
防
犯
灯
の
明
確
な

設
置
基
準
は
な
く
、
地
区
か

ら
の
要
望
に
よ
り
修
繕
や
新

設
を
行
っ
て
い
ま
す
。
球
切

れ
な
ど
の
軽
微
な
修
繕
は
地

区
で
対
応
し
、
器
具
本
体
が

壊
れ
た
場
合
は
村
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ

防
犯
灯
へ
交
換
し
て
い
ま
す
。

現
在
あ
る
防
犯
灯
が
壊
れ
た

答 問　
　
村
内
の
防
犯
灯
・
街
路

灯
の
設
置
に
は
基
準
が
あ
る

の
か
、
ま
た
、
電
気
代
は
各

地
区
が
負
担
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
人
口
減
少
に
よ

り
各
地
区
の
収
入
も
大
分
減

っ
て
き
て
お
り
、
電
気
代
負

担
が
重
く
な
っ
て
い
る
と
の

声
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
他
市
町
村
で
は
防
犯

灯
設
置
や
電
気
代
の
補
助
が

あ
る
よ
う
だ
が
、
片
品
村
で

も
同
様
の
取
り
組
み
が
で
き

な
い
か
。
併
せ
て
、
各
地
区

の
電
気
代
負
担
状
況
に
つ
い

て
、
分
か
る
範
囲
で
説
明
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

（
総
務
課
長
）

　
今
年
度
、
初
め
て
尾
瀬
か

た
し
な
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー

ク
実
行
委
員
会
の
事
業
と
し

て
、「
片
品
村
民
限
定
夏
休
み

尾
瀬
バ
ス
乗
車
券
無
料
事
業
」

を
７
月
　
日
〜
８
月
　
日
に

実
施
し
、
申
請
者
は
計
１
０

２
人
（
大
人
　
人
、
小
学
生

以
下
　
人
）
で
し
た
。

　
来
年
度
も
継
続
実
施
を
検

討
し
て
お
り
、
ま
ず
は
費
用

負
担
を
い
た
だ
い
た
尾
瀬
片

品
乗
合
交
通
事
業
者
連
絡
協

議
会
や
、
地
元
の
関
係
機
関

等
と
協
議
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
実
施
期
間
に
つ
き
ま
し
て

も
、
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
を

検
討
材
料
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
村
と
し
て
は
、
多
く
の
方

に
尾
瀬
の
自
然
を
日
常
的
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
中
で
、
脱

炭
素
に
向
け
た
取
り
組
み
に

も
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

令
和
７
年
度

　
補
正
予
算
に
つ
い
て

問　
　
戸
倉
〜
鳩
待
間
、
今
年

か
ら
開
始
の
村
民
対
象
無
料

バ
ス
利
用
者
は
１
０
２
名
程

の
申
請
と
の
こ
と
。
今
回
の

実
施
は
夏
休
み
の
期
間
で
し

た
が
、
来
年
度
も
実
施
す
る

な
ら
、
９
月
の
土
・
日
も
対

応
し
て
い
た
だ
け
る
と
村
民

の
方
も
参
加
し
や
す
い
と
思

い
ま
す
。
検
討
を
お
願
い
し

ま
す
。

所
管
事
務
に
つ
い
て

常 会 活動員委任
総務観光常任委員会

の

鳩待休憩所
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14

16

19

24

90

12



て
お
ら
ず
、
村
が
費
用
を
負

担
す
る
に
は
、
防
犯
灯
、
街

路
灯
の
設
置
箇
所
の
把
握
や

何
か
し
ら
の
基
準
を
設
け
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
併
せ
て

調
査
・
検
討
を
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

問　
　
９
月
６
日
・
７
日
開
催

の
尾
瀬
か
た
し
な
ま
つ
り
及

び
ア
カ
ペ
ラ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

フ
ェ
ス
は
天
候
に
も
恵
ま
れ

多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し

た
が
、
良
か
っ
た
面
と
反
省

点
を
伺
い
た
い
。

　
６
日
の
「
尾
瀬
か
た
し
な

ま
つ
り
」
及
び
翌
日
の
７
日

の
「
Ｏ
Ｚ
Ｅ
か
た
し
な
ア
カ

ペ
ラ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
Ｆ
Ｅ
Ｓ
」

で
は
村
内
外
多
く
の
皆
様
に

ご
参
加
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
各
イ
ベ
ン
ト
の
良
か
っ
た

点
・
反
省
点
は
次
の
通
り
で

す
。

【
良
か
っ
た
点
】

・
約
７
０
０
名
が
参
加
し
、

　
会
場
が
活
気
づ
き
、
出
演

　
者
・
来
場
者
と
も
に
満
足

　
度
が
高
い
イ
ベ
ン
ト
に
な

　
り
ま
し
た
。

・
村
内
宿
泊
は
延
べ
約
１
４

　
０
０
泊
と
な
っ
た
こ
と
に

　
よ
る
直
接
的
な
消
費
の
効

　
果
が
あ
り
ま
し
た
。

・
会
場
の
出
展
販
売
に
学
生

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
、

　
運
営
と
の
一
体
感
の
あ
る

　
雰
囲
気
が
形
成
さ
れ
ま
し

　
た
。

◆ 

ア
カ
ペ
ラ
フ
ェ
ス

【
反
省
点
・
課
題
】

・
来
場
者
増
に
伴
い
、
駐
車

　
場
の
確
保
が
課
題
に
。

・
子
ど
も
神
輿
の
距
離
（
３

　
往
復
）
は
負
担
が
大
き
く
、

　
２
往
復
案
も
検
討
が
必
要

　
で
す
。

◆ 

尾
瀬
か
た
し
な
ま
つ
り

【
良
か
っ
た
点
】

・
来
場
者
・
参
加
者
数
が
昨

　
年
よ
り
増
加
し
、
神
輿
や

　
会
場
も
賑
わ
い
ま
し
た
。

・
ス
マ
ド
リ
に
よ
る
企
業
版

　
ふ
る
さ
と
納
税
で
の
ご
寄

　
付
も
あ
り
、
提
灯
を
設
置

　
し
祭
り
ら
し
い
雰
囲
気
が

　
出
せ
ま
し
た
。

・
協
賛
の
増
加
と
好
天
に
よ

　
り
、
花
火
大
会
も
盛
大
に

　
実
施
で
き
ま
し
た
。

魅
力
と
し
て
の
価
値
を
高
め

る
重
要
な
行
事
で
す
し
、
ア

カ
ペ
ラ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
は
、
若
者
と

地
域
を
結
び
つ
け
、
宿
泊
や

消
費
を
通
じ
て
地
域
に
経
済

的
・
文
化
的
な
活
気
を
も
た

ら
す
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
の
継
続
と
発
展
に
向

け
て
、
ぜ
ひ
ご
理
解
と
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
各
イ
ベ
ン
ト
の
反
省
会
を

　
月
に
実
施
し
、
次
年
度
に

向
け
た
反
省
事
項
や
今
後
の

改
善
点
等
に
つ
い
て
協
議
す

る
予
定
で
す
。

　「
尾
瀬
か
た
し
な
ま
つ
り
」

は
、
神
輿
渡
御
や
花
火
大
会

と
い
っ
た
伝
統
行
事
を
残
す

・
活
か
す
こ
と
で
、
文
化
的

◆ 

今
後
に
向
け
て

【
反
省
点
・
改
善
点
】

・
ス
テ
ー
ジ
配
置
に
よ
り
音

　
の
混
ざ
り
が
発
生
。

・
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
　

　
会
場
図
の
掲
示
、
食
事
ス

　
ペ
ー
ス
や
動
線
の
確
保
な

　
ど
に
課
題
。

答
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

常 任 委 員 会9

場
合
に
は
、
な
る
べ
く
早
め

に
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
令
和
６
年
度
は
新
設
３
か

所
・
修
繕
　
か
所
で
　
万
円

ほ
ど
の
経
費
が
か
か
り
ま
し

た
。

　
街
路
灯
に
つ
い
て
は
、
橋

や
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
と

一
体
的
に
管
理
し
、
電
気
代

も
施
設
側
で
負
担
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
防
犯
灯
の
電
気
代
に

つ
い
て
は
、
受
益
者
負
担
の

原
則
に
基
づ
き
、
現
在
は
各

地
区
に
お
願
い
し
て
い
る
の

が
実
情
で
す
。
担
当
職
員
１

人
で
村
全
体
を
管
理
す
る
の

は
困
難
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

地
区
の
費
用
負
担
と
安
全
確

保
の
バ
ラ
ン
ス
は
各
地
区
に

任
せ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
し
か
し
、
人
口
減
少
に
よ

り
地
区
の
負
担
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

今
後
は
近
隣
市
町
村
の
状
況

を
調
査
し
、
村
と
し
て
の
対

応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。
な
お
、
各
地
区

の
電
気
代
負
担
額
は
把
握
し

15

75
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日
か
ら
の
申
請
開
始
を
　

月
１
日
に
遅
ら
せ
、
　
日
ま

で
募
集
受
付
を
行
う
予
定
で

す
。

　
２
次
募
集
の
予
算
は
９
月

末
ま
で
の
１
次
期
間
が
終
了

し
て
お
ら
ず
、
実
績
額
が
出

て
い
な
い
た
め
、
実
績
額
確

定
後
、
当
初
予
算
の
残
額
で

は
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
可
能

性
が
あ
る
場
合
は
、
　
月
補

正
予
算
で
の
増
額
も
検
討
し

な
が
ら
、
決
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
委
員
長
　
星
野
　
吉
弥
）

◆
２
次
募
集
の
予
算
に
つ
い
て

常 会 活動員委任
産業民教常任委員会

の

協
議
事
項

問　
　
鳥
獣
駆
除
の
件
数
（
今

年
度
と
昨
年
度
）
を
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
７

年
度
８
月
末
ま
で
の
実
績
の

数
値
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

（
表
ー
１
　
参
照
）

　
本
年
度
の
駆
除
数
に
つ
い

て
も
、
昨
年
、
一
昨
年
と
同

等
の
駆
除
頭
数
と
な
る
見
込

み
で
あ
り
ま
す
。

答
（
農
林
建
設
課
長
）

問　
　
村
内
に
ジ
ビ
エ
の
処
理

施
設
や
加
工
施
設
の
設
置
は

可
能
か
。
ま
た
ジ
ビ
エ
に
用

い
ら
れ
る
鳥
獣
の
種
類
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
群
馬
県
で
は
ジ
ビ
エ
の
処

理
施
設
は
、
箕
輪
フ
ー
ズ
と

南
牧
村
自
治
体
の
施
設
２
件

の
み
で
す
。
新
た
に
施
設
を

造
ろ
う
と
す
る
と
、
１
億
円

か
ら
２
億
円
ぐ
ら
い
の
お
金

が
か
か
る
と
試
算
を
し
て
お

り
ま
す
。

　
補
助
金
が
半
分
程
度
、
活

用
で
き
ま
す
が
、
ま
ず
は
捕

れ
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
箕
輪
フ

ー
ズ
へ
搬
入
し
、
ど
の
程
度

食
肉
と
し
て
流
通
が
で
き
る

か
見
定
め
な
が
ら
、
今
後
、

村
内
の
加
工
処
理
施
設
に
つ

い
て
は
検
討
を
さ
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

答
（
農
林
建
設
課
長
）

所
管
事
務
に
つ
い
て

（表ー１）

有害鳥獣駆除 全頭数

イノシシ

ニホンジカ

ニホンザル

ハクビシン

タヌキ

キツネ

カラス類

キジバト

ツキノワグマ

520

102

250

23

38

18

10

13

18

48

503

109

291

15

18

9

2

8

6

45

213

26

122

17

11

3

1

2

3

28

令和5年度 令和6年度 令和7年度
（8月末現在）

　
今
年
度
の
合
宿
・
研
修
支

援
事
業
の
１
次
募
集
は
９
月

末
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
、
主
に
８
月
に
合
宿
等
行

っ
た
各
団
体
か
ら
申
請
実
績

報
告
の
提
出
が
ピ
ー
ク
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
２
次
募
集
分
受
付
期
間
は
、

当
初
の
予
定
か
ら
そ
の
ま
ま

後
ろ
倒
し
と
し
、
　
月
１
日

か
ら
　
日
ま
で
の
期
間
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
１
次
募
集
期
間
に
は
１
５

０
件
超
の
申
請
が
あ
り
、
入

力
作
業
に
時
間
を
要
し
た
た

め
、
２
次
募
集
は
、
申
請
の

負
担
軽
減
と
効
率
化
を
図
る

た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー

ム
に
よ
る
電
子
申
請
を
導
入

予
定
で
、
申
請
期
間
は
　
月

10常 任 委 員 会

10

11

17

15

11

1712

◆
２
次
募
集
期
間
に
つ
い
て

答
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

問　
　
合
宿
・
研
修
等
支
援
事

業
２
次
募
集
期
間
　
月
１
日

〜
３
月
末
の
申
込
期
間
延
長

は
可
能
に
な
っ
た
の
か
、
ま

た
２
次
の
予
算
は
ど
の
位
の

予
算
規
模
が
使
え
そ
う
か
伺

い
た
い
。

12



問　
　
２
０
２
５
年
３
月
の
新

聞
記
事
に
「
利
根
沼
田
地
域

で
Ｄ
Ａ
Ｏ
に
よ
る
ワ
イ
ン
造

り
」、
群
馬
県
で
は
Ｄ
Ａ
Ｏ

（
分
散
型
自
律
組
織
）
を
株
式

会
社
化
し
、
地
方
創
生
の
実

証
実
験
と
し
て
本
格
始
動
す

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
『
利
根
沼
田
地
域
の

ワ
イ
ン
造
り
を
通
じ
て
、
関

係
人
口
や
移
住
者
の
増
加
を

目
指
す
取
り
組
み
』
と
の
記

事
で
す
が
、
県
は
利
根
沼
田

地
域
を
ワ
イ
ナ
リ
ー
特
区
に

す
る
よ
う
な
構
想
を
考
え
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

問　
　
群
馬
県
か
ら
参
加
の
打

診
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
が
片
品
村
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

　
群
馬
県
で
は
、
現
時
点
で

広
域
で
の
特
区
取
得
の
検
討

は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

後
、
近
隣
の
関
係
機
関
や
生

産
組
合
と
協
議
し
、
広
域
で
の

特
区
取
得
を
検
討
し
て
い
く

可
能
性
が
あ
る
と
の
話
で
す
。

　
特
定
の
リ
ー
ダ
ー
は
存
在

せ
ず
、
そ
の
運
営
方
法
は
参

加
者
全
員
で
意
思
決
定
を
す

る
組
織
の
こ
と
で
す
。

Ｄ
Ａ
Ｏ（
分
散
型
自
律
組
織
）

答
（
農
林
建
設
課
長
）

　
各
自
治
体
の
意
向
と
し
て

は
、
み
な
か
み
町
・
沼
田
市

は
参
加
希
望
、
昭
和
村
は
不

参
加
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
片
品
村
と
し
て
は
、
県
の

動
向
を
注
視
し
、
関
係
者
と

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

答
（
農
林
建
設
課
長
）

常 任 委 員 会11

　
現
在
で
は
、
和
式
ト
イ
レ

の
需
要
は
非
常
に
少
な
く
、

使
い
勝
手
も
洋
式
の
ト
イ
レ

が
よ
い
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
件
に
つ

い
て
は
、
地
区
要
望
と
し
て

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
区
長
さ
ん
と
も
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ご
提
案
の
あ
っ
た
や
り
方

で
進
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
を

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

答
（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

（
委
員
長
　
小
林
　
政
彦
）

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

　
ま
た
ジ
ビ
エ
対
象
と
な
る

鳥
獣
で
す
が
、
一
部
解
除
と

い
う
こ
と
で
許
可
を
い
た
だ

い
て
い
る
の
が
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
み
と
な
っ
て
お
り
、
今
の

と
こ
ろ
熊
、
イ
ノ
シ
シ
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
群
馬
県

内
で
は
出
荷
制
限
が
継
続
中

で
あ
り
ま
す
。

問　
　
旧
越
本
分
校
の
和
式
ト

イ
レ
で
す
が
盆
踊
り
や
運
動

会
、
５
区
の
会
議
等
で
利
用

し
て
い
ま
す
が
、
昔
の
ト
イ

レ
の
た
め
、
使
い
勝
手
が
悪

い
状
況
で
す
。
　

　
女
性
、
男
性
専
用
と
仕
切

っ
て
い
た
だ
き
、
和
式
ト
イ

レ
を
洋
式
ト
イ
レ
に
替
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

尾瀬ジビエ パンフレット

山ぶどう生産組合員が栽培した山ぶどう常任委員会合同管内視察
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片
品
村
の
南
部
、
花
咲
地

区
の
一
角
に
あ
る
「
牛
の
平

（
う
し
の
た
い
ら
）
地
区
」
は
、

山
々
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か

な
場
所
に
広
が
る
農
業
地
帯

で
す
。

　
こ
の
地
域
は
、
こ
れ
ま
で

水
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
や

農
地
の
形
が
整
っ
て
い
な
い

こ
と
、
高
齢
化
に
よ
る
担
い

手
不
足
な
ど
に
よ
り
、
農
地

の
集
積
化
・
効
率
化
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

令
和
２
年
度
、
県
や
村
、
関

係
機
関
が
連
携
し
、
事
業
採

択
と
な
り
「
農
業
基
盤
整
備

事
業
」
が
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
に
は
１
・
２

工
区
の
補
完
工
事
及
び
、
３

　
私
は
花
咲
の
牛
の
平
地
区

に
て
、
父
の
農
業
を
引
き
継

ぎ
、
新
規
就
農
者
と
し
て
ト

マ
ト
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
も
と
も
と
は
別
の
仕
事
に

就
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
父

が
高
齢
に
な
り
、
農
作
業
が

き
つ
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
農
業
を
継
ぐ
こ

と
を
決
意
し
、
今
年
か
ら
就

農
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
３
０
ａ
の
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
で
ト
マ
ト
栽
培
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
は
初
め
て
の
こ
と
ば

か
り
で
、
戸
惑
う
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
す
が
、
父
や
近
所

の
先
輩
農
家
の
方
々
に
教
え

を
受
け
な
が
ら
、
日
々
、
少

し
ず
つ
技
術
を
学
ん
で
い
ま

す
。

　
土
づ
く
り
や
水
や
り
の
タ

イ
ミ
ン
グ
、
気
温
や
湿
度
の

管
理
、
病
害
虫
へ
の
対
応
な

ど
、
毎
日
が
新
し
い
発
見
と

学
び
の
連
続
で
す
。
う
ま
く

い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
経

験
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
少

し
で
も
良
い
ト
マ
ト
を
育
て

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
生
産
技
術
を

さ
ら
に
高
め
、
将
来
的
に
は

直
売
所
も
行
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
牛
の
平
地
区
に
は
若
手
農

業
者
が
集
ま
っ
て
お
り
、
先

輩
農
家
の
方
に
栽
培
技
術
を

学
び
な
が
ら
、
力
を
合
わ
せ

て
農
業
を
盛
り
上
げ
、
持
続

可
能
で
や
り
が
い
の
あ
る
農

業
を
目
指
し
て
、
一
歩
ず
つ

前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

工
区
の
伐
採
・
整
地
等
の
工

事
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
導

水
管
路
整
備
や
排
水
機
能
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
整
備
済
み
農
地
で
は
、
片

品
村
の
地
域
に
合
っ
た
ト
マ

ト
や
白
小
豆
、
そ
ば
な
ど
の

栽
培
を
開
始
さ
れ
た
方
々
も

お
り
、
地
域
農
業
の
振
興
と

中
山
間
地
域
の
活
性
化
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

〜
ふ
た
た
び
実
り
あ
る
農
地
へ
〜

◆
農
地
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
◆

今
年
か
ら
牛
の
平
で
ト
マ
ト
農
家
と
し
て

新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

牛
の
平
地
区

話
の

た
ね

新挑
戦た
な

NEW CHALLENGE

!!

!!

星野 将斗さん

トマト栽培作業の様子

白小豆とトマト栽培のパイプハウス
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ゆう けん しゃ

ようこそ 有 権 者
Welcome 政治に対しての意見

群馬県立尾瀬高等学校
　　　　普通科　３年 星野 柚希 さん

　
今
の
日
本
の
政
治
は
、

多
く
の
国
民
か
ら
十
分

な
信
頼
を
得
ら
れ
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
と
考

え
ま
す
。
物
価
高
や
少

子
高
齢
化
、
社
会
保
障
、

環
境
問
題
な
ど
課
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
が
、

政
策
の
説
明
不
足
や
実

行
力
の
弱
さ
が
不
信
感

を
招
き
、
安
定
し
た
施

策
が
続
か
な
い
結
果
、

国
民
が
政
治
か
ら
距
離

を
置
き
、
投
票
率
の
低

下
と
い
う
「
空
席
だ
ら

け
の
観
客
席
」
の
よ
う

な
深
刻
な
状
況
を
生
ん

で
い
ま
す
。
し
か
し
私

た
ち
は
、
そ
の
舞
台
に

上
が
り
関
わ
る
力
を
持

っ
て
い
ま
す
。
政
治
を

遠
い
存
在
で
は
な
く
身

近
な
生
活
と
結
び
つ
け

て
考
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
投
票
に
行
く
の

は
も
ち
ろ
ん
、
め
ん
ど

う
が
ら
ず
候
補
者
や
政

党
の
政
策
を
調
べ
、
納

得
の
い
く
形
で
選
択
す

る
努
力
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
特
に
若
い
世
代
で

あ
る
私
た
ち
は
、
将
来

を
担
う
存
在
と
し
て
、

新
し
い
視
点
や
柔
軟
な

発
想
を
社
会
に
届
け
ら

れ
ま
す
。
選
挙
で
の
一

票
だ
け
で
な
く
、  

Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
発
信
や
地
域
の

取
組
に
参
加
す
る
こ
と

も
、
社
会
を
変
え
る
具

体
的
な
力
と
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
政
治
を
「
自

分
ご
と
」
と
し
て
捉
え
、

声
を
上
げ
続
け
る
こ
と

が
、
よ
り
実
効
性
の
あ

る
政
治
を
実
現
す
る
道

だ
と
考
え
ま
す
。

視聴方法

12 月議会を傍聴しませんか！

○傍聴のお知らせ

次回定例会は、12月  5 日（金）の予定です。
 　一般質問は、開会初日です。一般質問の質疑

応答は片品村公式ホームページ（HP）の議会

録画中継にて動画を閲覧できます。

○議会録画中継について

 　年４回の定例議会開会日の模様を動画（録画）

配信していますので、是非ご覧ください。

 ☆スマートフォンでも
　ご覧いただけます。
　ＱＲコードを
　読み込んでください。

①片品村ホームページトップ画面右側のバナー
「片品村議会　会議中継」をクリック

②「会議名でさがす」「議員名でさがす」
  どちらかをクリック

尾瀬の郷片品村

片品村議会　会議中継

片品村観光情報片品村について

会議名でさがす 議員名でさがす

どちらかをクリック！

片品村ホームページ

片品村ホームページ

管内視察（立沢バイパス） 檜枝岐議会との交流連携事業

常 活 動 の 様 子員会委任



発
行
　
片
品
村
議
会
　  

責
任
者
　
髙
山
　
悦
夫
　  

編
集
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
　 

印
刷
所
　
笠
原
印
刷（
有
）

編  

集  

後  

記

編
集
委
員
長

萩
原  

正
信

　
今
年
の
夏
は
、
昨
年
に
も
増
し
て

暑
い
夏
と
な
り
９
月
ま
で
猛
暑
日
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
水
不

足
に
よ
り
農
作
物
に
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
、
近
年
は
線
状
降
水
帯
の
発
生

に
よ
り
災
害
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
多
く
あ
り
ま
す
。
片
品
村
で
も
何

度
か
線
状
降
水
帯
の
発
生
に
よ
る
警

報
が
あ
り
ま
し
た
が
大
き
な
被
害
も

な
く
安
堵
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
す
。

　
９
月
定
例
会
で
は
、
第
５
次
片
品

村
総
合
計
画
策
定
に
向
け
た
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
報
告
、
計
画
の
将
来
像
に

つ
い
て
、
ま
た
、
鎌
田
地
区
全
体
の

整
備
案
の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
近
年
の
著
し
い
人
口
減
少
に
少
し

で
も
歯
止
め
と
な
る
よ
う
な
計
画
と

な
り
、
片
品
村
に
賑
わ
い
が
で
き
る

計
画
と
な
る
こ
と
を
願
い
編
集
後
記

と
い
た
し
ま
す
。

議会広報編集特別委員会

委員長

副委員長

委  員

委  員

委  員

委  員

萩原　正信

星野　栄二

飯塚　美明

髙山　悦夫

後藤　眞平

北澤　佳子

議 会 活 動 14

議 会 活 動 日 誌

月

７
　
　
　
月

3 日

4日

 〃  

6 日

9 日

 

10 日

 〃  

12 日

 〃  

13 日

3日

4日

5日

7日

8日

9日

10 日

15 日

17 日

18 日

20 日

〃  

 〃  

第 90 回利根招魂際

みなかみ町二十周年記念式典

昭和の秋まつり

片品村敬老会

蕨市議会議員互助会事業

「わらびの森現地視察」

日光市議会議長・事務局長来庁

新ごみ処理広域化住民説明会

尾瀬かたしなまつり実行委員会

（反省会）

中学生議会

片品村消防団秋季点検

10月定例利根郡議長会

広域圏 10月議員協議会

群馬県民スポーツ大会

利根郡選手団結団式

10日

14 日

 〃  

 〃  

 〃  

16 日

24 日

26 日

27 日

30 日

 〃  

 〃  

 〃  

31 日

原水爆禁止国民平和大行行進議

利根沼田地方総合開発協会合同会議

7月定例利根郡議長会

広域圏 7月定例議員協議会

利根郡町村議会議長会感謝状贈呈式

常任委員会合同管内視察

令和 6年度 群馬県町村議会議長会

一般会計決算監査

国道401号改良整備促進期成同盟会総会

第60回群馬県手をつなぐ育成会大会

第 44回川場まつり

利根沼田暴力追放推進協議会定期総会

広域圏 7月議会定例会

利根沼田学校組合議員協議会

第 74回利根川治水同盟治水大会

3日

8日

 〃  

 〃  

 〃  

14 日

 〃 

18 日

 〃 

 〃 

 〃 

21 日

 〃 

25 日

27 日

 〃  

 〃  

28 日

30 日

沼田まつりオープニングセレモニー

上下水道運営協議会

国民健康保険運営協議会

介護保険運営協議会

第 2回尾瀬かたしなまつり実行委員会

越本盆踊り大会

尾瀬戸倉納涼盆踊り大会

広域圏８月臨時議員協議会

8月定例利根郡議長会

利根沼田学校組合　合同会議

利根沼田学校組合　議会定例会

片品村民生委員推薦会

第 5次片品村総合計画審会委員の委嘱

並びに審議会

利根郡町村議会議員・議会事務局長

研修会

小口資金融資斡旋審査委員会

議会運営委員会

全員協議会

第 9回尾瀬かたしな未来構想委員会

猿ヶ京温泉まつり赤谷湖上花火大会

尾瀬かたしな秋の収穫感謝祭

実行委員会

第 5回議会定例会開会

議会全員協議会

（決算説明・補正予算説明）

尾瀬かたしなまつり　

第 50回福祉パレード

「知的障害者福祉月間記念行事」

産業民教常任委員会

総務観光常任委員会

第５回議会定例会閉会

鎌田地区再整備･役場移転整備に

関する説明会

沼田花火大会

檜枝岐議会との交流会

議 会 活 動 日 誌

 

９
　
　
　
月

 

８
　
　
　
月

10

16～17日


